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1蜘 5. 1 (2) 之f}t あ

農業委貝会委員の一般選挙は、

届出が選挙すべき委員の数を超え

なかったため、届出を Lた次の方

が選挙会で当選人と決まりました口
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新招致太郎 布!主 83 4の l

小こ い池川 棋よし 夫& 

ドヶ戸]8 6 

阿. 曽ぞ 敏とL 夫" 
古戸]6 2 

鈴'寸 木舎 は治る の{言ふ

恨戸 58 ~ 

飯塚 優 中時 37 5 5 

岩井議之助 :(fif主22 7 6 

荒井 賀 柴崎]] 2 3 

小池 肇 新木] ~ 7 4 

銀本簿活 朝刊部 6] 

増事す 田だ か一す 男を
日秀 25 7 

花島文二 中峠]3 ~ ] 

Ii替， 問c 干と1I 夫b 布佐 21 2 7 

わ渡た 辺含へ え永い jU 台
中綜]3 6 3 

中野勝馬 中里 47 

聖子 口 談 布施 23 7 3 

4
所
得
制
限
限
度
額
(
案
)

扶養人数 児叢手当 特例鈴付

日人 1，330，∞0円 3，075，0∞円

1 人 1，630，∞o 3，375，000 

2 人 1，930，∞o 3，675，∞o 
3 人 2，230，∞9 3，975，000 

4 人 2，530，∞o 4，275，∞o 
1人増すごとに3∞，∞0円加算

麟臨鶴欝盟醸醸韓親譲欝
言言駿

一
回
一
部

渋谷容市|緑1-1-3

小熊乃布弘|寿]-]2-8

中野和夫|柴崎945

海老原淳一|青111827

倉持栄一|下ヶ戸1臼

渡辺 弘 1fヶ戸618

荒井辰雄|高野山2邸

神 戸 照 仁 1111戸328

大炊賢一|久寺京365

野口隆雄|布施μ04

干兵正司|中峠1460

平井高志|中鯨1342

岩井 智|中里20

深山幸雄|古戸601

小池長男|日秀251

高島勝美|新本2617

根本和夫|新本1ωI

市川房美|布佐828

森田 和徳|浅間前軒回46

本間民間|布佐2386

京田正男|都12-13

図

第l方面隊長

第

第

第

第5

第

第1分団長

第

第3φ

第

第

第

第

第8

第

第10 • 

第11

第12 • 

第13 " 

第14 今

第15

第16 " 

第17

第18 • 

第19 • 
第20 • 

第21

い
る
こ
と
(
外
国
人
も
受
給
で
き
ま
す
)

②
昆
歳
未
満
の
児
童
を
3
人
以
上
養

育
し
て
い
て
、
そ
の
う
ち
ひ
と
り
が
義

務
教
育
終
了
前
で
あ
る
こ
と
③
所
得

2
人

目

の

未

満

で

あ

る

こ

と

限

度

額

未

満

で

あ

る

こ

と

V
手
当
月
額

2
5
0
0
円

V
手
当

H
額

3
人
目
以
降
の
児
童
ひ

児

童

手

当

V
認
定
月
申
請
の
翌
月
分
か
ら
手
当
と
り
に
つ
き
5
0
0
0
円

wv
同
宣
給
資
格
①
巾
に
住
民
登
録
を
し
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

2
人
目
の
児
童

V
申
続
手
続

2
人
自
の
児
童
と
同
ヒ

て
い
る
こ
と
(
外
国
人
も
受
給
で
き
ま
子
当
に
限
り
、
こ
の
6
月
四
日
ま
で
に
で
す
。
現
在
受
給
し
て
い
る
人
は
6
月

す
)
②
四
歳
未
満
の
児
童
を
2
人
差
認
定
請
求
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
中
に
『
現
況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

育
し
て
い
て
、
そ
の
う
ち
ひ
と
り
が
昭

6
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
い
。

認
可
6
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児

V
申

請

手

続

①

印

鑑

を

雲

亡

て

く

特

ノ

例

μ

給

付

童
(
昭
和
田
年
6
月
l
日
現
在
で
2
歳
だ
さ
い
⑨
受
給
者
名
義
の
普
通
預
金

主
同
)
で
あ
る
こ
と
③
附
得
制
限
顧
の
口
座
番
号
(
我
孫
子
市
内
)
を
調
べ
特
例
凸
存
は
所
得
制
限
に
よ
り
児
童

て
き
て
く
だ
さ
い
⑦
受
給
者
が
由
民
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
被
用
者
と
公
務

年
金
に
加
入
し
て
い
る
渇
合
は
、
年
金
員
、
国
鉄
職
員
の
フ
ち
で
一
定
要
件
に

の
記
号
、
番
号
を
調
べ
て
き
て
く
だ
さ
該
当
す
る
方
の
事
業
主
の
負
担
に
よ
り

い
ロ
被
用
芦
4
金
(
厚
仲
季
金
な
と
、
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
手
続
き
は
児

国
民
年
金
以
外
の
公
的
年
金
)
に
加
入
童
手
当
と
同
じ
で
す
。

し
て
い
る
埼
合
は
、
事
業
主
に
よ
る
年

f

⑫
児
童
手
当
認
定
請
求
寄

金
の
加
入
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
用
紙
は
児
童
京
庭
課
に
あ
り
ま
す

2
人
自
の
児
童
の
「
児
童
手
当
認
定

⑨
昭
和
田
年
1
月
2
日
以
降
に
市
内
に
請
求
書
」
を
次
の
と
台
り
各
支
所
で
も

転
入
し
た
方
は
、
前
住
所
地
の
市
役
所
受
け
付
け
ま
す
ロ
受
付
時
聞
は
午
前
9

か
ら
取
り
寄
せ
た
昭
和
的
年
分
所
得
説
時
か
ら
午
後
4
時
四
分
ま
で
で
す
。

明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
の
な
お
公

V
受
付
日
程

*
5
月
日
日
(
火
)
つ
く

務
員
は
勤
務
先
へ
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
し
貯
支
所

*
5
月
H
日
(
水
)
湖
北
台

3
人

目

以

上

の

支

所

*
5
月
日
日
(
木
漏
北
高

.

*

5

月
刊
日
(
金
)
布
佐
支
所

児

童

手

当

V
問

い

合

わ

せ

児

童

重

量

妻

V
受
給
資
格
@
市
に
住
民
登
録
し
て
出
係

4
段
階
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す
る
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制
度

項目 控除額

基礎控除 80，∞0円

障害者・老年者・寡錫・寡夫 250，∞臼円

特別障害者 330，∞百円

老人扶養(65歳以上) 60，∞9円
案

雑揚・医療賢小規模企業共済 全 額

年~度、{昭、和l~犯\重量生 lSJl表演の毘盆の2人目 1鴫ま漢の毘蛮の3入居制民

よ畔6月1日~
59年6月2日以後に生
まれた見直(鈍行日に 続務数育終了前の児直目 62年3月3l日
2健未満)

4畔 4月1日~
日年 4~2 日以後に生 53年4F!28以後に生
まれた毘食(年度当初 まれた児藍(年度当初

白日年3月31日
に4鰻未満) で9悠未満)

23 手日年4月1日~ 絡務教育就学前の児盆 ，事務教育縦学前の理責
自

4
各
種
控
除
額
表
(
案
)

第3回手工芸の特別講習金
=5月28日(柄、29日(木)市民会館で=

受講は無料。ふるってお申 L込みください。

お子縁遠れの受講はご遠足聖を。申 L込みは

電話かハカマキで各講師へ。締め切りは 5月

10日(共催は手工芸連盟、教育委員会)。

市
温
品
主
骨
量
冒
畠

1
1
3
F
百
ヨ
守
護
司
同
国
司

3

ベ
ス
で
一
子
習
し
て
い
た
だ
く
の
で
、

例
年
度
冨
匂
酷
居

B
e
t

胃

壁

テ

キ

ス

ト

(

約

2
0
0
ペ
ー
ジ
)
を
終

オ
フ
ィ
ス
・
オ
l
ト
メ
シ
ョ
/
に

9
月
四
日
か
ら
同
月
日
日
ま
で
、
叩
月
了
し
た
と
き
が
卒
業
で
す
。

対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
商
工
業
者
の
叩
日
か
ら
口
月
幻
日
ま
で
、
来
年
1
月

V
対
象
市
内
商
工
業
者
及
び
そ
の
従

皆
さ
ん
、
ハ
ソ
ゴ
ン
や
オ
フ
コ
ン
を
使
苦
か
ら
2
月
四
日
ま
で
の
各
毎
週
木
業
員

い
こ
な
す
ス
タ
ー
ト
と
な
る
べ
シ
y

曜
日
、
同
時
間
に
開
講
し
ま
す
)
曹
定
員
先
着
却
名
(
継
続
者
優
先
)

ク

(
B
A
S
I
C
)
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ノ
ク

V
場

所

中

央

学

院

大

干

甲

鴎

師

中

央

学

院

大

学

教

授

篠

原

講
座
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
軍
講
座
内
容

B
A
S
I
Cプ
ロ
ク
ラ
靖
市
氏

事
務
処
理
の
ス
ピ
!
ド
ア
ノ
フ
な
ど
ミ
ン
ク
(
パ
ゾ
コ
ノ
を
動
か
す
た
め
の

V
受
鴎
料

8
0
0
0
円
(
テ
キ
ス

f
、

経
常
の
合
理
化
に
役
立
つ
コ
ン
ビ
ュ

l

命
令
の
書
き
方
)
の
初
歩
か
ら
比
較
的
フ
ロ
y
ピ
i

デ
ィ
ス
ク
代
弁
云
む
)
。

タ
講
座
。

I
年

を

通

し

て

開

講

し

ま

す

高

度

な

扶

直

ま

で

た

だ

し

継

続

者

は

5
0
0
0
円

の
で
ふ
る
っ
て
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

V
学
習
方
法
コ
/
ビ
ュ

l
タ
を
相
手
甲
共
催
我
孫
子
市
商
工
会
、
我
孫
チ

V
日
時

5
月
幻
日
か
ら
6
月
四
日
ま
の

Q
T白
腎
方
式
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
市
(
後
鑓
'
中
央
学
院
大
学
)

で
の
毎
週
木
限
口
、
午
後
6
時
四
分
か
ー
が
学
習
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
ま

V
申
し
込
み
(
電
話
で
)
問
い
合
わ
せ

ら
9
時
ま
で
(
寺
和
今
年
後
は
さ
ら
に
た
自
動
車
の
教
習
と
同
じ
よ
う
に
マ
イ
商
工
諒
商
工
観
光
係
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出
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、
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H
V
持
参
母
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出
臨
機
千
絞
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ス
タ
オ
で
く
ど
き
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対
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務
総
歳
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め
な
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ル
i
枚
ロ
乎
授
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発
管
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よ
く
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惨
殺
熱
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し
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い
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h

ま
た
は
器

L

V
申
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込
み
ま
桜
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間
検
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殺
緩
め
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娘
察
し
E
記
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i
ま
・
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子
三
議
れ
丸
い
準
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湾
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内
子
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中
除
胤
管
糸
、
嚇
問
、
は
川
県
説
明
、
受
け
ま
す
。
窓
際
療
機
関
お

健
訟
は
母
r
T
M
世
康
手
犠
打
開
判
開
会
抱
一
科
肝
臓
に
昨
訳
出
ゅ
の
あ
る

T
ネ
慢
性
的
一
即
時
笠
的
人
は
怒
鳴
相
即
時
品
開
材
紙
、
短
波
一
手
絞
(
お

券

(
3
3
6
か
月
用
、
9
1
は
か
ね
月
期
)
埜
市
長
忠
の
あ
る
子
*
ひ
き
つ
け
走
お
持
ち
の
人
王
行
事
丹
、
っ
、
&
錦
織
際
で

を
判
別
し
も
径
療
機
州
問
で
受
け
ま
し
よ
こ
し
て
i
年
以
内
的
千
受
診
し
て
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と
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-

w

v

時
間
同
午
後
1
時
却
分
か
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2
時
加
車
時
開
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は
全
保
臨
擦
出
問
問
問
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問
い
合
わ
せ

分

ま

で
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い
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V
持
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時

子
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g
j
同
胞
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M
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島

器

科

一

策
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叫
ん
ク
リ
/
町
時
は
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阿
川
訟
禁
は
…
1
2
J
1
3
3
3
j
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;
i
l
l
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必
組
前
あ
り
ま
せ
ん
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門
相
手
り
や
阿
聞
は
哨
守
机
叫
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で
い
る
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は
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せ
ん
か
む
当
震
に
税
制
出
間
後
も
お

健

康

メ

モ
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慢

す

事

主

主

口

に

よ

っ
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発

生

す
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も

R

4
1
1
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「
1
1
…

2
全
身
的
な
病
気
す
ら
発
生
す
る
場
ょ
う
で
す
。
原
同
2
な
る
挨
患
の
治
寄

不
快
な
口
奥
の
た
め
、
人
と
の
対
合
一
怒
多
い
め
が
没
佐
野
炎
、
胃
ド
は
場
然
で
す
が
哩
卦
n
L
M
な
ど
は
が
i
ゼ

叫
附
℃
れ
附
仕
事
が
多
い
よ
3
で
す
泊
悶
畿
な
と
め
池
山
山
凶
器
系
企
消
気
で
す
ぉ
統
か
ぬ
れ
タ
+
4

ル
で
こ
す
り
取
る
布
引
で
料
開
N
H
K
の
対
J
殺
で
口
弘
が
な
く
な
ら

h

時

的

概

協

と

し

て

は

、

い

て

持

同

州

線

終

的

ど

的

病

気

丹

時

止

が

引

に

き

ま

す

一

J

な

い

時

は

、

飲

み

薬

一

メ

ト

口

ニ

タ

た
叫
べ
制
問
隊
約
な

νμ
内

ψ
叩
問
問
附
い
い
は
口
泉
が
な
い
の
口
問
ゑ
ソ
!
ル
〉
か
伐
食
物
尚
閥
的
人
っ
と
う

品
川
あ
る
佐
殿
う
鴇
A
討
が
い
議
会
ど
を
州
同
期
し
て
み
る
事
も

必
務
て
す
，
し
か
し
、
ふ
れ
ら
は
絞

線
開
館
山
川
寸
る
と
刷
仲
間
が
山
山
や
す

い
允
め
一
問
矧
閉
し
か
山
町
川
で
事
ま
せ
山

え
ω

し
た
が
っ
て
け
れ
人

F
防
に
は
m
m

閉
山
い
も
と

B

て
け
内
向
距
し
い
消
浄

が
一
許
め
よ
う
て
す
“
良
く
い
わ
れ

て
い
る
3
・
3
・
3
内
出
み
が
き
法

(
h
R
後
3
分
以
内
に
3
分
間
、
ー
日

3
M
凶
み
が
く
事
)
を
や
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
ω

代
孫
子
市
医
師
会

官
〈
間
一
3
9
3
1
1

ー
植
骨
、
設
附
捕
時
じ
み
ら
れ
る
生

理
的
な
も
の
幻
れ
で
も
抑
制
制
的
事
た

時
に
経
験
す
る
ん
日
人
い
で
、
こ
れ
拭
食

物
残
き
な
と
が
夜
中
に
終
段
裁
飯

L

て
発
生
す
る
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町
て
す
司
そ
め
は
か

に
は
空
腹
時
や
人
前
て
話
し
た
り
、

興
糊
附
し
た
り
し
た
時
に
ダ
波
町
量
が

合
な
く
な
丹
、
ダ
液
が
酸
性
に
な
っ
こ
れ
ら
の
時
は
医
師
叫
に
相
訪
し
て
く
だ

で
発
生
す
る
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九
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c

ま
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き
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市
町
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司
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モ
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ム
p
k
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け
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が
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滋
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融
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ソ
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入
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分
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E
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。
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H
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械
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検
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械
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叫
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叫
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受
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す
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↑
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司
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滋
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検
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澗
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懇
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受
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械
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取
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